
テイブッルス第2巻第6歌における死のモチーフについて

岩崎 務

1

ティップルスの第2巻第 6歌は,友人のマケルが戦地に赴くということを

告げて始まる｡彼は恋愛事を断ち切るようにして,自ら出征するらしい.蘇

人は,アモルに,恋愛を捨て去っていくこの不届きな男を前し,再び恋の戦

いのほうへと呼び戻すように願う.他方,それと同時に,このような兵士を

アモルが容赦するならば,自分も兵士となって戦陣へと向かい,もう恋や乙

女にはおさらばだ,とも言う.しかし,そう繋がりは言ってはみたものの,

詩人は,結局,自分には恋愛から､逃れることは果たし得ないことを認める｡

そして,その恋愛の苦しみを訴えることになり,それが詩の最後まで続いて

いる.

第2巻のテイブッルスであるから,ネメシスを相手とする恋であり,成就

しない恋のつらさ,失望感が歌われているのだが,29-40では,あまりにも

つれないネメシスに対して,詩人は,幼くして不慮の事故で死んだらしい彼

女の妹を思い起こさせて,その妹にかけて,自分に非情な仕打ちをするのを

やめるように嘆願している.しかし,この部分の詩中での働きについては,

その効果の如何が間鹿となる.一方で汝,窓から落ちて死んだという妹の死

に方にまで言及しているのは,ネメシスの実在を示す確かな証拠であるとみ

なされる.すなわち,ネメシスの実生活の痛切な出来事に触れて,彼女の哀

れみの情に訴えかけようとしていると考えられる(1).しかし,aurapuella

たるネメシスが,妹の死を思い出すことによって哀れみを感じるとしても,

それによってテイブッルスの対する態度を軟化させるだろうか.まして,詩

人とネメシスの妹との直接の特別な関係がここでは明示されているようには

見えないのだから.むしろ,41で恋人の悲嘆を新たに蒸し返すのはやめよう

と詩人自身が恩い直しているように,自己の目的のために人のつらい思い出

を平気で持ち出すテイブッルスの無神経さが,ネメシスの気に障って逆効果
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となりかねない｡従って,もう一方では,死んだ妹の話は,ややもすれば実

体が希薄であるネメシスの存在に真実味を与えようとするために言及したの

であり,恐らく詩人による作り事であろうとの考えもなされるく2).そして,

ネメシス,あるいは読者の憐情の情をもよおさせて,それを自分のネメシス

への愛情に及ぼせようとテイブッルスはしているのであるが,やはり詩人の

利己的な意図が見えるために,この関連づけには失敗している,と.このよ

うに,いずれにしても,29-40で詩人が死んだネメシスの妹を頼って訴えか

けているのは,その詩中における役割,あるいはネメシスや読者の心を動か

す効果が十分であるとは患われない.

これに対して,Brightは,この部分を2つのモチーフが結びつけられた結

果であるとし,テイブッ)レスの其の意図を見出そうとする(3).2つのモチ

ーフのひとつは妹という家族である.Brightもこの妹は詩人による作り事で

あると考えているが,ネメシスの実在性を強めようとするためではなく,デ

ーリア を歌った第1巻第6歌の中で (4),貞淑であるようにとの説得に彼女

の母を引き合いに出したのと同じ用い方をしているとする.すなわち,他の

あらゆる手段が功を奏さなかったテイブッルスが,一最後の頼みとしてネメシ

スの家族に言及し,恋人の情緒的な面をつこうとしている｡しかし,デーリ

アとは違って無塵で自分の利得となるもの以外には動かされないと措かれる

ネメシスには(5),このような情に対する訴えかけはあまり効果がないだろ

う｡彼女にはもっと強烈な衝撃が必要である.そこでもう~ひとつのモチーフ

が加えられる.それは,特にこの詩の中で繰り返し現われる死のモチーフで

ある.ここでは転落死という衝撃的な形がそのモチーフの繰り返しに連なる｡

35以下では,死んだときの血まみれの姿で妹がネメシスの夢に現われること

が予告される.これは,ネメシスの仕打ちに対する報いを警告しているので

あり,詩人はいわば脅しをかけていることになる.すなわち,ネメシスの妹

の役割は,デーリアの母のように説得によってではなく,彼女の姿が与える

恐怖感や暗示する罰によって,強いてネメシスの詩人に対する態度を和らげ

させるということである.29-40にこうしたモチーフの結びつきによる表現

を見るBrightの考え方は,この部分にテイブッルスの詩表現として納得のい

く,そしてこの詩の思考の流れに即した意味を捉えようとしている点で評価
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できる.

しかし,テイブッルスは本当にネメシスに脅しをかけて優しさを強要しよ

うとしているのだろうか.ネメシスを恋の相手とするテイブッルスにはあり

得ないことのように患われるのだが.確かに,Eutschlerが指摘しているよ

うな,29以下のネメシスへの警告において詩人の感情が激していって,気味

の患い夢の予告という脅迫にまでなるが,41desino,-以下では,やり過ぎ

たと感じた詩人が調子を下げて恋人への屈従に逆戻りしていく,という観察

はなるほどとも患われる(8).ここでは,恋の苦しみによるテイブッルスの

激情の極を,この詩人にはふさわしからぬ脅迫という手段が示しているとい

うことになる.しかし,ネメシスを歌っている他の詩においては,テイブッ

ルスは,どれほどの自己の感情の高ぶりを示す表現をしていても,ネメシス

を直接に非難したり警告を与えたりすることは決してしていない(7).報わ

れぬ恋の苦しみを嘆きながらも,恋人への隷従- seruitiumamoris- を

受容し,時にマゾヒステイツケなまでの姿勢を見せる(8).従って,ここで

妹の死を持ち出しているのも,もちろんネメシスをぞっとさせるということ

はあるだろうが,直接にネメシスに脅しをかけるということ以外の要素が大

きいのではなかろうか.

一方,すでに触れたように,この詩においては,最後まで,直接的にしろ

間接的にしろ死や破滅を表わす詩句が繰り返し用いられている.直接的な表

現だけをあげても,iammalafinissem̀(19),immaturaossa(29),uenit

adinfernossanguinolentalacus(40),lenanecat(45),tunemorior

curュs(51),などである.死のモチーフをしばしば用いるテイブッルスとし

ても,1編の詩の中にこれほど集中していやのは特異である'･それらのモチ

ーフの効果は,一応,詩人の恋における苦悩を強調し,絶望感を表わして,

詩全体の暗く重い粛子を決定づけていると理解される(8).しかし,単なる

モチーフとしてアクセントをなし,詩の調子を決めているだけではなさそう

である.とくに,今問題としているネメシスの妹の死を加えることによって,

これらのモチーフの展開はひとつのテーマを提示しているようにも患われる.

この詩における詩のモチーフの連関を改めて考えてみることによって,29-

40におけるネメシスの妹の死の提示がこの詩において果たす役割の一面を明
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ちかにしたい.

まずは,改めて最初に紹介した詩の始まりの部分 (1-10)からみてみよ

う.

CASTRA比acersequitur:teneroquidfietAmori?

sitcomesetcollofortiterarmagerat?

マケルは戦陣へと従う.柔弱なアモルはどうなるのだろう.つき従っ

て,勇猛にも武具を首にかけて運ぶのだろうか.(1-2)

いきなりマケルのことから始まっているのであるが,このテイブッルスの友

人がどの人物であるかについては見解が分かれ,それが詩の解釈にも関わっ

てくる.従来は,この人物をアエミリウス ･マケルとする研究者 ･注釈家が

多数を占めていた(10). 彼はルクレティウスとウェルギリウスの中間世代に

属し,動植物に関する教訓詩を書いたと伝えられる詩人で,このテイブッル

スの詩が書かれた当時にはかなり老年であったろうと患われる.世間に知ら

れるような恋愛沙汰に関わったということも伝えられていないし,老年の身

で従軍するというのも不自然であるなど,この人物はティプッルスが誇るマ

ケルにはあまりそぐわないという見方もできる.従って,0'Neilはもうひ

とりの候補を有力だとする (ll). それは,生涯については知もれるところが

非常に少ないが,オウデイウスの2編の静 (12)の中で言及されているポンペ

イユス ･マケルで,トロイア戦争に関する叙事詩を書き,恋愛静の類いも作

ったらしいテイブッルスと同時代の詩人であ尋.0'Neilは,オウデイウスの

詩において述べられている事実とその制作年代から判断して,アエミリウス

よりも若いこの人物のほうがテイブッルスのマケルの性格に合うとしている.

さらには,マケルが恋愛を捨てて戦場へと向かうというのは,文字通りの事

実ではなく,恋愛詩人から叙事詩人への転向を比喰的に表わしていると考え

る.このような0'Neilの説がそれ以後一般的に支持されていると言える (13).

そして,行頭のcastraが1と対応している9-10のテイブッルスの宣言も,
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従って,比境的な意味であると理解される (14)

Castrapeto,ualeatqueVenusualeantquepuellae:

etmihisuntuiresetmihilaetatubaest.

ぼくは戦陣に赴く.ウェヌスもさようなら,乙女たちもさようなら.ぼ

くにも力はあり,ぼくにもらっばは喜ばしい (15). (9-10)

すなわち,詩人が自分も兵士となると言っているのは,恋愛詩をやめて叙事

詩を書くことにするということを意味していることになる.

しかしながら,放utschlerはこのような0'Ⅳeil以来の考え方に疑問を呈す

る (16). まず,テイブッルスのマケルの候補としては,アエミリウスよりも

ポンペイユスのほうが有力であることは納得できそうだが,それでも,アエ

ミリウスともポンペイユスとも別の人物である可能性は残されている.また,

いずれにしても,マケルが従軍するという叙述がメタファーであるとするに

は,外的事実との連想によるのだけではないさらなる証明が必要である.マ

ケルの従軍と,従って,その帰結である兵士になるというテイブッルスの宣

言は,必ずしもメタファーとして理解する必要はない.筆者もhtschlerの

この意見には同感である.なぜなら,詩のこのあとの部分においては,もっ

ぱらテイブッルスのネメシスに対する恋とその苦しみが語られるばかりで,

叙事詩のことは問題とならない.詩の始まりにおいて恋愛詩七叙事詩の対立

を準備しておく意味があまりないのである. 一方, 戦いに自分は向かない

ことや,戦争に対する非難や嫌悪感をしばしば表明しているテイブッルスが

(17),兵士となって戦争遂行に加わろうと言っているのはそのまま受け取る

ことはできない,という見方も当然ある.しかし,magmaloquor,sea-･

(ll-2)と,すぐに,自分にはそのようなことはできないことを認めてし

まうように,これはひとつのポーズである.また,テイブッルスの平生の信

条とは相反する行為さえ詩人に選ばせるということで,逆に,詩人に対する

アモルの束縛の強さ,そしてその苦痛の大きさを際立たせるということにも

なる.従って,erithicquoquemiles(7)などの表現には遊びや軽さが

感じられるとしても (18),文字通りの意味と理解してもよいと患う.ここで
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は,兵士になってでも恋愛事から解放されたいという気持ちが,友人マケル

をからめて戯れ言めかしたポーズであるとしても,まずは表明されている｡

さて,そのあとテイブッルスは,大きなロはたたいたけれど,その大口は

恋人の家の閉ざされた屍に振り払われてしまう (ll-2),琴人の戸口に決

して戻らぬと何度も誓ったけれど,足がひとりでに戻っていく (13-4)と,

恋人に縛られた自分の弱さを吐露してしまう.しかし,再び,嘆きに交えな

がら次のように自分のかなわぬ願望を述べている｡

acerAmOr,fractasutinamtuatelasagittas,

silicet,extinctasaspiciamquefaces!

tumiserumtorques,tumemihidiraprecari

cogisetinsanamentenefandaloqui.

残忍なアモルよ,もし許されるなら,あなたの武羊である矢が砕け,松

明が消えるのをぼくは見たい｡あなたは哀れなぼくを苦しめる.あなた

はぼくに強いるのだ,わが身に恐ろしい呪いをかけ,狂乱の心で忌むべ

きことをロにするように.(15-8) ･
i

15-6では,fractas,extinctasという破滅を意味する語が使われている｡

アモルの武者の消滅を願っているのだが,それはアモルがアモルでなくなる

ことである.そして,Brightが指摘するように,アモルOj破滅は,恋愛詩人

であるテイブッルスにとっては比喰的には自己の破滅である(18). すなわち,

ここに死のモチーフが現われているのである.そしてそれは,アモルに苦し

められて何か自滅的な行為におよぶ自己の姿の訴えかけ (17-8)を介して,

詩人の文字通り肉体的な死の提示 (19iammalafinissemleto)に移行し

ていく.他方,15-6は先の ualetqueVenusualeantquepuella(9)に

相通じる,詩人自身がその実現は期待していないような願望であった.恋愛

詩人が恋愛と決別するという比境的な死のモチーフが,すでに最初の詩人の

宣言という形で準備されていたのである.この点でも,兵士となって恋愛事

とはおさらばするというこの宣言は,恋愛詩人から叙事詩人への ｢転生｣の

メタファーとみるよりも,恋愛詩人が恋愛を捨て去るという ｢死｣に重きが
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あると考えるべきである.

以上にみてきた,恋愛を捨てて行くマケルの言及に続く最初の部分におい

ては,アモルに縛られている詩人,そしてその苦しみから免れたいという願

望が示された.しかし,その実現には,比喰的には恋愛詩人にとっての死が

伴っているのであり,テイブッルスにはそのような形でしかあり得ない.

3

さて,このような死のモチーフを引き継いで,先にも述べたように,今度

は詩人の肉体的な死,それも自殺という観念が語られる.

iammalafinissemleto,Sedcredulauitam

spesfouetetforecrassemperaitmelius.

もっと以前に不幸を死によって終わらせるべきだった.ところが,人を

信じこませる希望が命を抱擁し,明日はよくなるといつも言うのだ.

(19-20)

そして, ｢希望｣のAretalogieがこれに続き (21-7) (20),まさに死が希

望によって引き延ばされるという形となって,ネメシスの妹の死につながっ

ている｡

parce,perimmaturatu且eprecorossasororis:

sicbenesubteneraparuaquiescatblm0.

慈悲をもて,君の妹の早すぎる死を得た骨にかけてぼくは願うのだ.そ

うして幼ない子が柔らかい土の下で安らかに眠るようにと. (29-30)

詩人の自殺というのはまさにmOrSimmaturaであり(= ),また,詩人の死は

過去において起こるべきであった死であり,ネメシスの妹の死は過去におい

て実際にあった死であるという点でも対応関係がある.妹の死が単なる死で

はなく,immatllraな死であるということが,この詩全体に投影していること
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として重要である.immaturaであるということは,何かが完成していない,

あるいは成就していないという不幸をも意味する.詩人の自殺は,もし行な

われていたとすれば,アモルの武券による苦痛を終わらせたであろうから,

その点ではmaturaな死と言えるかもしれない.しかし,恋愛の成就は見ぬま

まの死であり,やはり詩人にとって不幸な死である.そして,先にみた,詩

人が苦しみを免れるためにとり得る道である恋愛の放棄-アモルの破滅も,

恋愛の成就を放棄するのであるから,恋愛詩人にとっては比喰的に mors

immturaである.

恋愛と死との結合,とくに,詩人が自己の死とそこにおける恋人の愛情の

現われを思い描くというのは,恋愛詩においてはひとつのトポスとなってい

るが (22),弄1巻のテイブッルスは,自己の死を想定するとき,もっぱらデ

ーリアとの恋の成就の姿を願望として措いている.第1巻第1歌では次のよ

うに歌われる.

tespectem,supremamihicu皿uenerithor且,

etteneammoriensdeficientemanu.

flebisetarsuropositumme,Delia,lecto,

tristibusetlacrimisosculamixtadabis.

flebis:nontua告untduropraecordiaferro

uincta,necintenerostaもtibicordesilex.

ぼくに最後の時がきたときに,ぼくは君を見つめていたい.そして,死

のうとするときに,弱りゆく手で君を抱いていたい.デーリアよ,君は

泣くだろう,焼かれようとする浸台に横たえられたぼくを.そして,悲

しみの涙を交えた口付けをしてくれるだろう.君は泣くだろう.君の胸

は硬い鉄に取り巻かれてはいないし,君の柔らかい心臓には硬い石はな

い. (1.1.59-64)

これは,デーリアを措いた中では,彼女の詩人に対する愛情の送りが最も鮮

明に表現されたものである.テイブッルスは,自己の死を設定して初めてそ

う表現することができたのであり,死の時にのみ恋の成就を思い描くことが
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できた (23). もうひとつ,第1巻第3歌においてもデーリアの愛情の発露が

見られる.

illasacraspuerisortestersustulit:illi

rettulitetrinisomniacertapuer.

cunctadabantreditus:tamenestdeterritanumquam

quinfleretPostrasrespiceretqueuias･

彼女は少年の神聖なくじを3度引いた.少年は彼女に3つのくじから何

事も安全と答えた.すべてが帰還を予言した.しかし,彼女が泣きなが

らぼくの旅を振り返るのをやめさせることは決してできなかった.

(1.3.ll-4)

メッサッラの東方への遠征にテイブッルスが同行するときに,詩人の旅立ち

を見送るデーリアの姿である.そして,それを思い返しているのは,その遠

征の途中で病気になり,異国で死をも覚悟している詩人である.やはり,詩

人の死とつながる状況で,恋人の愛情のこもった行為が措かれている.さら

に,この詩においては,詩人個人の恋の成就だけに留まらないもっと大きな

幸福が,その死によって詩人に与えられることが夢想される.

sedme,quodfacilistenerosumsemperAmori,

ipsaVenuscamposducetinElysios.

だが,ぼくはいつも柔らかいアモルに服しているので,ウェヌス自らエ

リュシウムの野へぼくを導くだろう. (1.3.57-8)

これに続いて,恋人たちが至福の生活を送っているエリュシウムの描写がな

されている.

このように,第1巻においては,詩人自身の死が想定されるときには,そ

してそのときにのみ,恋人の詩人に対する愛情の表現と恋の成就のひとつの

形が示される.詩人の死はポジテイヴに,いわばmorsmatur左としての見方

がされている.これは弟2巻第6歌の死のモチーフの使われ方と何と大きな
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違いであろうか.アモルに従順であるがために死後に至福者の世界へ行くこ

とを許されるのに対して,アモルに縛られ焼かれ,その苦しみから救われた

いがために願う死は,immaturaであり,決して幸福をもたらすものではない.

もちろん,morsimmaturaを遂げた者にはエリュシウムの野は遠い(24).だ

から,ネメシスの妹は詩人にとって神聖なのである (31illamihisancta

est).彼女は,詩人にとっては,ただ恋人の妹であるというだけではなく,

それ以上の特別な関係をもっているのである.morsimmaturaLか道のない

自分に,妹のことを思い起こして情けを示せ,と詩人はネメシスに訴えかけ

ている.

このあとさらに,死んだ妹が夢に現われるかもしれないことを知らせて,

詩人はネメシスに忠告を重ねる.果たしてテイブッルスはネメシスに脅しを

かけて慈悲を強要しているのだろうか,と最初に問題提起をした部分である.

illiusutllerbis,sismihilentaueto,

netibineglectimittantmalasomniamanes,

maestaquesopitaestetsororan℃etorum,

qualisabexcelsapraecepsdelapsafenestra

uenitadinfernossanguinolentalacus.

彼女の言葉によるものとして言うが,ぼくに冷淡にするな.軽んじられ

た亡霊が君に悪夢を送らないように,そして,眠りについた君の寝床の

前に,妹が悲しげに,高い窓から真っ逆様に落ちて,血まみれで地下の

湖に行き着いたときのそのままの姿で立つことがないように. (36-40)

最初の illiusutuerbisは,この部分の前の mutocinere(34)に対応し

ており,彼女が言葉をもたないことが強調されている(25).そして fata

querar(34),flere(35)という語句によって,その妹に詩人が,この詩で

表現されているような苦しみを語りかける,いわば嘆きの歌を歌って聞かせ

るということが表されている.ここで,このような言葉や言語行為に関する

モチーフに注目してみると,この詩ではたいへん多く用いられていることに

気づく.まず,magmaloquor,sea-･/excutiuntclausaefortiauerba
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でores(ll-2)と,iuraui-･rediturum-･numquam!/-･pe£tamen

ipseredit(13-4)は,屍に振り払われてしまう強がりの言葉や,足に裏

切られてしまう誓いの言葉であり,言葉の無力を表わしている(26).dira

precari(17)やnefandaloqui(18)は,恐るべき呪いや忌むべき言葉であ

り,言葉の有害性を示している.のちの取り持ち女に呪いをかける部分にも,

対応するprecordiras(53)の語句がある (27). forecrassemperait

melius(20)とspesfacilemNemesimspondetmihi,Bednegatilla(27)

は,言葉による偽りである.これにも,のちの egocu凪dominae-･/

agnoscouoces,haecnegatessedomュ(47-8)や,ubinoxpromissaest,

1anguerepuellam/nuntiat己utaliquasextimuisseminas(49-50)と鳥

人が嘆く取り持ち女の嘘が対応している.

このようにみてくると,この詩において多く用いられてい･る言葉に関する

帯句や表現はすべて,言葉の無力とか,言葉の及ぼす害とか,言葉のネガテ

ィヴな面に関連している.従って,そのような言葉についての連想が,ネメ

シスの妹に言及しているこの部分にも反映しているであろう.すなわち,こ

の詩のような嘆きの歌で詩人が自分の不幸な有様を訴えても,言葉は有効な

力を発揮せず,ネメシスには通じない.それで,詩人は,自分の不幸と相通

じるものを被って死んだネメシスの妹の,今は言葉をもたない灰に嘆きを歌

う.すると,彼女の亡霊は詩人の裳切な気持ちに応じて,死んだときのまま

の姿で姉の夢枕に立つ.ネメシスに言葉を通じさせることのできない詩人が,

もはや言葉を失ったネメシスの妹に頼って自分の有様を通じさせようとする.

それを受けて亡霊は,言葉ではなく夢という視覚において,morsimmatura

のまさしく姿を見せるのである.言葉という詩人としての最大の武羊を封じ

られているテイブッルスが,詩人のプライドを捨てても頼ろうとする最後の

手段である.このように,詩人が妹の亡霊を持ちだしたのは単なる脅しのた

めだけではなかった.それは,恋の成就しない死,死にきれない死にしか向

きあえない詩人の有様の表現に連なるものであって,その意味のほうが大き

いのではなかろうか.

- 25-



さて,死の終わりの部分にも触れておきたい.ネメシスに激しく慈悲の気

持ちを迫った詩人であるが,41-2で,dominaの心の古傷に触れることはす

まいと思い返し,自分には彼女を泣かせるだけの価値はないと言って,卑屈

な隷従という現状に戻ってしまう. そして, その現状を考え直してみて,

13-4でアモルの束縛から逃げられない責任を自分の足に転嫁したように,

現在の自分の苦境の責任を取り持ち女に負わせる (28).

lenanocetnobis,ipsapuellabon且est.

取り持ち女がぼくたちに害をなしているのだ.乙女自身には悪いところ

はない. (鶴)

このあと,取り持ち女への非難が続いて,詩の最後の彼女への呪いに至るの

だが,ここでも死を表す詩句が用いられている.

lenanecatmiserumPhrynefurtimquetabellas

occultoportaれsitquereditquesinu:

取り持ち女のプリュ-ネ-が其れなぼくを殺し,こっそりと書き板を懐

に隠し持って行ったリ来たりする. (45-6)

さらに,ネメシスの不在や面会不能を偽られて

tuncmoriorcurュs,tunc机ensmihiperditafingit,

quisuemeanteneat,quotteneatuemodis:

そのときぼくは心配で死ぬ.そのときぼくの破滅した心は,誰がぼくの

恋人を抱いているか,どんなに多くの仕方で抱いているかと想像する.

(51-2)

この詩における死のモチーフを時間的にみれば,9と15-6では,未来におけ
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る詩人の比境的な意味での死が,19と29-40では,過去における詩人とネメ

シスの妹の死が示され (実際には詩人は死ななかったが),ここでは,現在

における詩人のやはり比橡的な死が示されていると言える.その現在の死も,

取り持ち女に原因を求めることでやっと語られているのだが,もちろん,

mopsimmaturaである.第 1巻第 1歌において,今や死のうとしながらデー

リアを抱いている自分を思い描いているのと,ここでは,死ぬ思いで他人が

どんな風にネメシスを抱いているだろうと想像しているのと,何たる対照で

あろう.このようにして,時間的にも死のモチーフは関連づけられて,mors

immaturaを避けることができない詩人の恋愛の姿を強調 している.

CorpusTibullianumとして伝わる作品のうち,紛れもなくテイブッルス

の真作とされるのは初めの2巻であり,この詩はその最後に放置している.

以上にみてきたような死のモチーフと,さらに言葉の無力といったことのモ

チーフの連関を考えるとテイブッルスはもうこれ以上は恋愛詩を書けなかっ

たのではないかと思わせられる.この詩はテイブッルスの最後の作品であり,

2巻の最後という位置も詩人自身によって定められたのではなかろうか.

注

テキス トは,J.P.Postgate校訂のOCT版(2nded.repr｡1982)に従った.

(1) Cf.D.F.Bright,Haecmihifingebam:TibullusinhisWorld,
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に赦す.

(5) とくに,2.4では,強欲なネメシスが強調される.
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(6) F.-H.出utschler,I)iePoetischeEunStTibultls,Frankfurtam

比ain,1985,275ff. 前半はアモルに対して,後半はネメシスに対して,
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(13) 臥 C.∫.Putnam,Tibullus:ACommentary,Norman,1973, 196;
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cit‥ 217ff.など.

(14) Bright,op.°it.,218.

(15) laeta(10)はPostgateの読みであり,写本の読みはfactaである.
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な表現である,と述べる.
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はアモルは武者を一時わきに置くようにと言われるのに対して,ここでは矢

が砕け松明が消えるように願っていることを指摘している.

(20) Putnam,op.°it.,adloc.は,Aretalogieが進むにつれて, ｢希

望｣による成果が楽観的なものから順に悲観的なものへと移り, ｢希望｣の

有効性がだんだん疑わしくなっていき,その未に ｢希望｣とネメシスの関係

が示されているということを指摘する.同様な趣旨でのさらに示唆に富む分

析はBright,op.cit.,221;丑htschler,op.cit.,274f.

(21) Putnam,op.cit.,adloc.は,形容詞 immatura'の sororから

ossaへの hypallageが,妹の死の untimelyな面を強調している事を指摘

する･

(22) Smith,op･cit･,adl･1･59-68→;PTtnam,Op･Cit･,adl･1･59-60･
(23) Cf.Bright,op.cit.,129f.'ForTibullusdeathitselfisan

emblemoflove'sfulfilment.'と述べている.

(24) ウェルギリウスの 『アエネイス』6.426-547では,地下世界にお

いて morsimmaturaを被った人々が住んでいる場所が措かれている.自殺

した者たち (434-9)や durusamorのために滅んだ者たちのいる Lugentes

campi(440-9)も言及されているが,エリュシウムでもタルタルスでもない

中間的な場所とされているようである.

(25) 33-4,とくに mutocinereについては,カトウツルスの 101.3-4

からの模倣が指摘されている.Cf.Putnam,op.°it.,adloc.しかし,あと

で述べるような言葉のモチーフに連なるものであり,単なる模倣ではない.

(26) Putnam,op.cit.,adloc.は,言葉と行為の対比が･ここには表され

ているとする.

(27) この対応関係については,丑山tschler,op.cit.,277.

(28) Bright,op.cit.,220.
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